
一年の中で最も長く、行事が多い旧２学期がまもなく終了します。
今年は、インフルエンザが猛威をふるい、学級閉鎖を余儀なくされ

ました。「元気に登校できることって素晴らしいことだな！」と改めて健康
のありがたさを実感しました。
「子供は行事で育てる」とよく言われますが、９月からの４か月間、

小見川の宿泊学習に始まり、よかっぺ祭りに修学旅行、町探検や校外
学習、音楽会に作品展、マラソン大会、授業参観、八日市場特別支援
学校との交流会などなど本当に行事が目白押しでした。子供たちも先生方も学習と行事の両立
に大忙しでしたが、一つ一つの行事を終えるたびに、一回りも二回りも成長した子供たちの姿を
見ることができました。でもこれは、学校だけで成長を実感できるものではありません。そこに至
るまで子供たちを陰ながら支えてくださった保護者の皆様や地域の皆様の協力があってこそで
す！いつも子供たちを温かく見守ってくださりありがとうございました。心より御礼申し上げます。

３年生と４年生は、総合の学習の一環で、社会福祉協
議会ご協力のもと、車いすと白杖の体験をしました。

体験を通して、障害のある方の暮らし
や困り感などを理解することができ、ま
た、どのように声をかければよいかを学
ぶことができました。今回、学んだことを
生かして、誰に対しても優しく、思いやり
のある人に育ってほしいと願っています。

３年生は、１１／２１に房総のむらへ校外学習に行き ５年生は、１１／２７に日本製鉄と佐原へ校外学習に行
ました。昔の生活を知ることで、昔の人の苦労や知恵を きました。佐原の町並みをグループで見学し、来年の修学
学ぶとともに、今の生活の豊かさを実感することができ 旅行に向けて、班別活動の練習ができました。また、製鉄
ました。ゲームやスマホ、ＳＮＳもない時代にタイムスリッ 所では１２００℃に熱せられた真っ赤な鉄板を間近で見る
プしたら、私たちは一体どうなるのでしょうか…？ ことができ、圧巻でした。
この冬休み、ちょっと昔の生活

や遊びを体験してみては？
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１２／１２、６年生は国会議事堂と科学技術館へ行ってき
ました。日本の政治の中枢である国会を見学し、教科書では
学べない本物を目の前にみんな感激していました。同じ建物
の中に「高市総理大臣がいる」と知り、みんなワクワク・ドキド
キ！！残念ながらお目にかかることは叶いませんでしたが、素
敵な思い出がたくさんできました。

１１／１５にドッジボール大会が開催されま
した。高学年はギリギリまで粘りましたが、あと
一歩のところで、惜しくも負けてしまいました。
低学年チームは、高学年の雪辱
を果たそうと“一球入魂”で試合
に臨み、見事、優勝を勝ち取りまし
た。

１２／１の書き初め教室では、今年も、藤井結花先生を講師
にお招きし、各学年の書き初めのポイントを丁寧に教えていた
だきました。また、時間の許す限り、一人一人丁寧にご指導い
ただき、子供たちも集中して取り組んでいました。３年生は初め
ての書き初め教室なので、みんな真剣な表情で取り組んでい
ました。
１月の校内書き初め展に向け、この冬休みにたくさん練習し

てください。美しい文字は、一生の宝物です！

先日の授業参観には、大勢の保護者の皆様にお越しいただき、ありがとうございました。日頃から
本校の教育活動にご協力いただいている保護者の皆様へ、ささやかなクリスマスプレゼントとして、昨
年度、大好評だった警察音楽隊コンサートを今年度も実施させていただきました。知っている曲もあれ
ば、どこかで聴いたような曲もあり、子供たちも歌ったり踊ったりと楽しい時間を過ごすことができまし
た。今年は、昨年度以上に大勢の保護者の方に観覧いただくことができ、大変嬉しく思います。この音
楽会を通して、少しでも日頃の疲れを癒やすことができれば幸いです。また、来年も実施する予定です
ので、ぜひ、お越しください。


